
気管支喘息患者 の 環境 因子 に 関 す る
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1 ま え が き

気管支 喘息の 本態は ア レル ギ ー であるが発作の 誘因としては 内的， 外的 諸因子があ げ ら
れて いる。 例えば 遺伝的因子， 身体的因子， 気象的因子， 感染， 環境因子， 人 間関係等が
あ り， これ らが生体に影響してその 平衡状態を破る ことによ り ア レル ギ ー反 応を惹起し，
発作を起すとも 言われているがその 機序に つ い ては 不明な 点が 多い 。 私 共は 先に 気象的因
子と発作 誘発の関係を調べたが， 今回は 患者をと り 巻く 親， 家族等との人間関係， 児童の
心理的状 態及びその 住居等との 関係を 調べ たの で こ こに 報告す る 。

II 方 法

ア ン ケ ー トによ る家 庭周 囲の 環境調査と田研式 親子診断テス ト 。 個々 の 息者には田中 ビ
ネ ー法による知能テス ト 及び少数の者に 乳幼児性格テス トを行な った 。

III 対 照

昭和 43 年 10月よ り 44 年9 月 迄に 東京 女 子医大 小児計 ア レル ギ ー外 来 に訪ずれた 白
100 余人の中の， 男子 39 名， 女 子 39 名， の 喘息患者 児である。

IV 環境， 及び素因

a) 年 令及 び性 別は， 第1 表に示す如く1 オ ～15 オ迄で， 4 オ ～5 オは15人， 8 オ ～
9 オは 17 人 で この年 令が 一番 多い。

第 1 表 性別， 年令別人数

5 I 6 ! 7 
1

1 

8 I 9 
11 

10 ! 11  I 12 : 13 j 14 1 15 
-- - -, 

男 1 2 2 3 8 2 2 5 8 4 - 1 2 ! - | ＿ _ 
| 

39 
女 ー ー 1 I 2 '1 2 I 4 ! 3 I 3 I 1 1

1 

1 [ 1 ! 1 ! - j - ! 1 I 20 

計 1 2 3 5 10 6 5 8 9 5 | 1 1 3 | — |  - 1  I 59 

b) 同 胞数 及び出生 順位は， 第2 表に示す ごとく1 人は 1 4, 2 人は 19 , 3人は 1 6, 4 
人は 6とな り， 3人 迄が 圧倒的に 多い 。 順位は， 第1 子 32 , 第2 子2 0, 第 3 子 4とな り，
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第2 子第 3 子でも男あるいは 女ではじめてとい うの が18 あり， 末 子 が 15 で， 最近の傾
阿として 子供数 が 少くないので当 然とも思 われる 。

C) 両親の年 令は 父は 48 オー2 8 才， 母 ぱ42 オー26 オで， 32 オー35 オが最も多 か
った 。

親の職業は会 社員， 公務 員， 銀行 員， 医師， 教 員， 勁人41, 勤めてない 人18 である 。
母親が仕事を持 っ ているのは唯の 3 人で， 旅館， 煙草小売， 等曲 教師であ っ て大多数は家
庭にいる 母親であ った 。

d) 住居は 住宅地 が多く， 木造普通の家， 畳の生活で， 商店街，
状 態は 比較的有 福なもの が多 か った 。

e) ア レルギ ー性の素因のあるもの， 第 3表に示す ごとく 父と 母ともに 39 で， ア レル
ゲ ン テ ス トによる家 塵陽性は 43 あり， この点 からも特異的 療法とし て減 感作 療法を 適切
に行な う必要 があると思 われた 。

工場地 帯は 少数で経 済

第 2 表 同胞数 出生順位 第 3 表
人
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f )  知能指数の 乎均は， 112 で大体普通より ち ょ っと 良い程 度であ った 。 一般に 喘息児
は知能の高い者 が多いと 言われている が， 本調査では， それほどでもな か ったのは， 137
もよい者もいる 反面， 92 位の者もあり， 中には能 力があるのに 途中で 投げる者もあ って，
低くく 出たと思 われる 。 息者の テス ト 態度から 見 て， 大部分 が母親の 依存的であり 消極的
である こと が認められた 。

＞
 

親 子 関 係

田研式 親子診断 テ ス トは 児童生徒用， 両親用で， 児童用は 喘息児により記 入され， 両親
用はその 子供の 親た ちにより記 入されたのである が， 外来の 患者であるために ， 指示 が不
徹底で， 子供のみ記 入したもの 5, 両親だ けが記 入したもの 31, 母親， または 父 親だ け
が記 入したもの 4, 両親と 子供がともに記 入されているもの 13 であ った 。 そのともに記
入されている テス ト結果の 内， その 親が見た 子供の 性格を第4表に示すと 。
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第 4 表

親が見た子供の性格 子 供 の 自 己 評 価

あ ぎ っ ぽ い 2 や り っ ば な し 2 
甘え んぼ う ， 我儘 3 甘やかされてい る ， 我儘 3 
言 う こ とを聞かな い， 反抗的 3 反 抗 的 3 
非社交的神経質 5 非社交的， 劣等感 5 

あ き っ ぽ い 2, 甘 え ん ぼ う ， 我儘3, 言 う こ と を 聞かな い， 反抗的3, 非社交的神経質
3 で， 子供の 自 己評価は， やり っ ばな し 2, 甘やか さ れている， 我儘3, 非社交的， 劣等
感 5 で， ほ ぼ同ーで， 子供は案外に適切に 自 己 を見つめていると言 える。

次にその親子診断 テ ス ト の結果か ら 両親のテ ス ト 結果 と子供の結果 とがほ ぼ同 じ結果 の
もの A グ ル ー プ。 両親と子供の結果 に く い ち がいの有るもの B グ ル ー プと し た 。 第 5
表に示す ご く と で ある。

第 5 表
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結果 の同 じ もの 9, 結果 に く い ち がいのあるもの 4 であ っ た 。
次に第6 表に示す ごと く A グ ル ー プの父親は， 過保護， 溺愛， 干渉が78%， きび し い

感心が無い 22%， 母親は， 可愛が っ て 甘やか している 100 %， ま っ た く の保護のみであ
る。

第 6 表

A

グ ル ー プ 親

保 過 保 護 保 可愛が っ て甘やかしてい る
父 溺 愛 78 % 母 過 保 護 100 % 

干 渉 護 甘やかすが 自 信がな い
---� - ---- ---------- - -·--

拒 き び し い 22 % 
拒
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第 8 表 A グ ル ー プ 子 供

甘 や か す 保 干渉が多 い
溺愛で う る さい i 56 % 
干遺渉 す る

厳格で甘 く な い
44 % 否う る さ く な い

第7表は子供のテ ス ト結果 では， 父親は甘やかす， 溺愛で う る さ い56 %， 厳格， あ ま
り う る さ く 言わ な い 44%。 父親が甘やか していると思 う ほど子供は 甘 く 感 じてい な い 。
局親ぱ い ろ い ろ と う る さ く 干渉する， 溺愛で う る さ い 100 ％で A グ ル ー プ は ， 子供と両
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親が 一致し ている。
個々 のテ ス ト 結果からも， 母親は 父親にまかせ考えが複雑でなく 一貫し ている。

第 8 表 B グ ル ー プ 親
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第 9 表 B グ ル ー プ 子 供
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第 8表に示す ごと B くグ ル ープの 父親は 過保護2 5%， つきはなしている， 無惑心， し
つけがき びしい 75%， 母親は 父とは 反対に全体に手をかけ て 過保護75%， あま り 言わな
い2 5%， 第 9表の 子供の 結果では， 父親は 干渉が 多く， 甘やかす 50%， 不 安があ り， ぉ
こる 50 %, ， 母親は 過保護50 %， 自信がない， つきはなす 50%， こ こでも 言える こと

は 子供の目は 案外 公平で， 親と 子が 一致しないのではな く ， 父親と 母親と 一致し て おら ず
廿やかすにし ても， 拒否するにし ても自信がなく 不 安が っ ている 。

この B グ ループの 4 例の 内2 例は今だに ア レルゲ ン検査で 行な っ たものすべ て 陰性，
その他の 検査も 陰性であるのに 重篤な発作をや り 返し ている。

A グ ループでは 父親は 懸命に き びしくしようとし てい て， 母親は自他ともに 過剰に 保
護し ている。 Bグ ループは， 父親も 保護した り， 不 安が りな がら 拒否した り， 母親も 心配
しながら 拒否し ている。 父親と 母親とが， 子供にどのように 接し てよいか， 一貫し ていな
い。 A, B グ ループで 言える ことは 喘息児の 親ぱ 過保護， つま り 過剰な愛情と心配を 子供
に 掛け ているために， 子供の性格が， 依存的， 非 社交的， 自信が ないな ど， 子供の性格形
成に大きな 影響を 与え ている。

VI 考 察 と 結 果

以上を考察すると， ア ン ケ ー ト 及びテス ト 結果の特 徴から， 喘息児は 兄弟数は 1 ~2 人
が 多く， 長 女， 長男， 末 子で， 経 済的にも 恵まれ て い て， 知能面も 比較的高いが， 根気が
無など， 性格的 依存的な 弱さが， 影響を 与え ている。 親子診断テ ス トからは 父母ともが 過
保護で， B グ ル ープの ごとく， 母親が 子供を 拒否し てい て， 情 緒的 要素の 十分に加わ った
ものである。 精神 分祈医の Friede Fromm-Reichmann が， “家族集 団に おける 母親の 役
割に つい ての 覚書 ” の 中に 「子供に 与える 母親の 支配の 影響は 過剰に 権威主 義的な 父親の

愛情よ りも， 子供の情 緒の発達によ っ て， よ り有 害である」とのべ ている。 この点からも
喘息の発作等に 人間関係の間 題点のある ことを如実に示し ている。

近年 喘息児の精神 療法によ っ て， 治療された 報告を 多く見る ことが有るが， 喘息児のみ
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で な く ， 身体と精神との境界的領域の小児の疾患に就いて， 環境的要因， 心理的要因 であ
る ， 情緒， 性格， 親子関係， 兄 弟関係（人間関係） に就いて今後更 に研究を進めて行 き た
し 、と 思 う 。
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